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令和５年２⽉ 2１⽇（⽕）に、⼤滝徳舜瞥学校会議室にて、委員８名、事務局員２名の参加の下、
今年度第３回学校運営協議会を開催しました。⼤滝徳舜瞥学校の学⼒・体⼒の分析結果報告や学
校評価アンケートの分析報告、令和５年度学校経営⽅針についてなど、質疑、意⾒交流がなされ
ました。 

主な報告・協議の内容は以下の通りです。 

１ 学⼒・体⼒について 
 伊達市学⼒テストの分析について国語は、１
〜４年⽣まで全国平均を上回る正答率、５年⽣
以上で正答率が下がっていく傾向、７年⽣は、全
国平均を⼤きく上回る。算数・数学は、前期課程
は、概ね全国平均と同等あるいはやや下回る正
答率、後期課程は全国平均より上回るあるいは
同等程度。理科、4 年⽣以上で全国平均を⼤幅に
上回ってる。  

体⼒テストの分析では、握⼒や⽴ち幅跳びの
得点が平均以上の学年が多い。課題としては柔
軟性、持久⼒の低下が懸念される。 
２ 学校評価アンケート結果報告について 

今年度は学校評価アンケートを⽂科省から⽰
されている「学校評価ガイドライン」にそって変
更した旨を説明した。また、昨年度まで授業評価
についてもふくまれたが、⻑期休業前にアンケ
ートをすることで授業改善に取り組んでいるこ
とも改めて理解していただいた。 
 以下はグループ協議での意⾒。 
・⼦どもたちを⾒ていると時間がないように思
える。遊ぶ時間がない。勉強以外の魅⼒ある活動
が⼦どもたちにとってないのではないか。 
・体⼒向上については、少⼈数の学校では取り組
みが難しいと感じている。 

・課題や活動が多すぎるように感じる。それを少
ない⼈数で対応していかなければならないため
にプレッシャーに感じている⼦もいると思う。 
・「こうしてはいけない」ということが多くて、
⼦ども⾃⾝が遊びを想像したり、関わりの中で学
んだりする経験が⾜りないように感じる。 
３ 令和５年度 学校経営⽅針 
 育成を⽬指す資質・能⼒を「『ふるさとに誇り
をもち、たくましく未来を⽣きる児童⽣徒』を育
むために」とし、“⾃分の考えを伝える⼒”、”⾃分
で考え学ぶ⼒”、“⼈を⼤切する⼒”、“⼈を⼤切す
る⼒”、“やり抜く⼒”とした。そのために、職職員
ビジョンとして「⼤滝の児童⽣徒の成⻑を第⼀に
考え、⾃らも成⻑のためのチャレンジを怠らない
教職員」、学校組織ビジョンとして「⼤滝のよさ
や伝統を⼤切にしながらも時代のニーズに合わ
せて変化し続ける学校」とした。これを基盤とし
て、次年度の基本⽅針を「みんなが笑顔で安⼼で
きる学校づくり」という説明があり、承認を得る
こととなった。 
 質疑応答では、「だて学」についての質問があ
った。地域について体験を通して学び、その学び
を地域にどのように還元していくかということ
を⼩中⾼とつながる学習であるということを確
認した。あわせて、参観⽇が「だて学」の授業と
いうことを案内した。 


